


□自立訓練事業
10月22日（木）

参加者 8名

□就労移行支援事業
10月27日（火）

参加者 5名

□就労継続支援
B型事業（本場班）

10月26日（月）

参加者 8名

□就労継続支援
B型事業（外班）

11月 2日（月）

参加者 6名

【出席者の感想】

・ビデオで様子を知ることができた
・取り組みの「仕掛けづくり」「効果」
が勉強になった
・就職に必要な力が理解できた
・金銭管理や親亡き後について
聞きたい

当日の内容
・上半期活動報告
・利用者の変化と成長
・「地域生活で必要なこと」とは
・青年期における問題について
・夏の慰労会ビデオ上映

あかね園に入所して年数の浅い方が所属する事業でも
あり、多くの動画や写真を通して園内での活動の様子や
取り組み一つひとつの目的や意味等を説明させていただき
ました。
改めて、企業で働くことや地域での自立した生活を目指
す上では、生活面をしっかりと整えていくことが大事である
ことを皆さんと再確認させていただいたと共に、新年度から
の様々な取り組みの様子を保護者の皆様と振り返りながら、
職員も利用者一人ひとりの成長を改めて実感した時間と
なりました。

当日の内容
・就職活動の実績報告
・就職活動の留意点
・各作業班の活動報告（写真）
・講座（ビジネススーツ講座・就労ガイダンス）

・夏の慰労会ビデオ上映

事業担当からは、コロナ禍における就職活動
が7月以降回復し、例年並みに戻って来ている
ことを報告いたしました。
一方、採否を決める実習では、最終日には
意向を伝えられるような本人、家庭の準備
（心づもり）の必要性や、普段からビジネス
シューズに履き慣れること等、最近の就職活動
における注意点をお伝えしました。
また、上半期におけるスマホやインターネット
でのトラブルを例に挙げ、家庭での防止対策
等をお話しました。

【出席者の感想】

・就職への現状が良く分かった
・携帯電話の使い方については
研修会等を組んでほしい
・行事の動画は皆さんの楽しんで
いる様子が良く分かり微笑まし
かった

【出席者の感想】

・園での様子を知ることができた
・スライド紹介で分かりやすかった
・生活面の取り組みもありがたい
・他の家庭の様子も参考になった
・通う所、働けることの有難さを
感じた

【出席者の感想】

・園へ行く唯一の貴重な機会
・住商班やアート班の活動を
動画で見ることができて良かった
・対人スキル向上の研修は良い
・施設長の話が参考になった

当日の内容
・上半期活動報告
作業の様子（工場・緑地）

生活講座・ヨガ・レク等
・コロナ禍の中で
・夏の慰労会ビデオ上映

この半期、利用者それぞれが感染対策に奮闘し
ながらも、忙しく仕事と向き合う様子や講座、ヨガ、
レク、夏の慰労会等の楽しんでリラックスしている姿
を皆さんと振り返りました。担当職員からはコロナが
長期化し個々がストレスを抱えながらの生活では
ありますが「やるべき仕事」が変わらず毎日あり、
「必要とされている居場所」があること、そして、
そこで「働く仲間や職員」とのコミュニケーションが
心身の健康を保つ大切な要素となっていること等が
伝えられました。

当日の内容
・今期の就職活動について
・上半期活動報告
作業の様子（工場・緑地）

生活講座・ヨガ・レク等
・コロナ禍の中で
・夏の慰労会ビデオ上映

各班での作業の様子や講座、慰労会等の報告に
加え、企業内で働く班ならではの就職に向けた取り
組みについての説明をいたしました。
担当職員からは“企業は働く場であること”を繰り
返し伝え、長所を活かして意欲に繋げてきたことで、
自分で考えて行動できる機会が増えてきたこと等が
報告されました。「自分で考えて自分で動く」本人達
の仕事での成長を、是非ともご家庭での日常生活
にも繋げてください。

報告② 共通テーマ：家庭での（休日）の過ごし方ついて

≪保護者から「困った！」の声≫
〇外出（遠出）が趣味でしたが、控えざるを得なくなりました。特に、都心等人込みが予想される場所へは行かせないようにしています。
○感染が怖くて、あまり外出してほしくないのですが、勝手に家を出て行ってしまいます。
○家でやる事がなく、昼寝ばかりをしています。そのため、夜が眠れなくなり昼夜のバランスが崩れやすくなっています。
〇習い事や塾等、少しずつ活動を再開していますが、まだまだ以前に比べると行く機会が減りました。本人に見通しを伝えられません。
〇自分から外に出る機会が減りました。あかね園の余暇サークルを早く再開してほしいと思っています。
〇これまで通っていて利用できなくなった所へ本人と行きました。張り紙等を見て納得していました。本人なりに、社会状況を少しずつ感じ取っているのかもしれません。

コロナ禍において家庭で一番困っている事とは？の質問で圧倒的に多かったのが「家庭（休日）の過ごし方」でした。
これまで毎週末楽しみにしていた活動の多くが制限される中、”新しい生活様式”の中で「楽しみ」、「リフレッシュ（休息）」そして家庭内での「本人の役割」も
変わりつつあります。 今回は全懇談会での各家庭からの声を少しご紹介します。

STEP① 役割（手伝い）
～家族の一員としての役割を果たす～

〇家事や手伝いは「自分のため」、「誰かのため」。
地域で「働く」「暮らす」力の基本は家庭の役割から！
せっかくの学びの機会を大切に。

・手伝いは手指の使い方や筋力の増強に →器用さ、体力↑
・人のために（相手に合わせて動く） →我慢や協調性↑
・家族の「感謝」「信頼」 →自己肯定感や自信の高まり

▶コロナ禍での各家庭の（新たな）取り組み
・「感染防止対策（消毒係）」を理由に掃除の頻度を上げ
ました。
・「△曜日だけ」だった手伝いの日数を増やしました。
・新たな本人の役割を増やし、習慣化を図っています。
・休日は、普段はできない（整理整頓や大物洗い等）ことを
するようにしています。

STEP② 楽しむ
～新たな楽しみの発見と状況に応じた「楽しみ方」～

〇状況に合わせた「楽しみ方」できていますか。
豊富な余暇のバリエーションは「一生の財産」に。
未経験のことにも挑戦してみましょう。

・「一人で/誰かと」 ・「家の中で/屋外で」
・「晴れの日は/雨の日は」 ・「高齢になっても」
・「ちょっとした時間で（合間に）」 などなど

▶コロナ禍での各家庭の（新たな）取り組み
家で：YouTubeのラジオ体操、自宅でカラオケ、プラモデル、

テレビゲーム、ドリル等の学習、折り紙、刺し子、
アナログゲーム（トランプ等）、ジグソーパズル

外で：散歩、マラソン、筋トレ、縄跳び、ポケモンGo、
すいている電車の周遊、ドライブ、キャンプ、
ちょっとした買い物、テイクアウトの食事

誰かと：買い物、地域のサークル、余暇サービス、習い事

STEP③ 休息（休む）
～年齢や自分の状況（状態）に合わせた休息～

〇普段の「余力（役割・余暇）」を調節機能に。
体調不良や疲労蓄積時などに、すぐに「辞める」「休む」の選択
ではなく、日頃の「余力」で調節し、生活リズムの柱を維持しま
しょう。自分に合った「休息」や「手の抜き方」も大切です。

・毎日行なっている手伝い（家事）を休む ・習い事を休む
・毎週末のお出かけを控える ・いつもより早く寝る などなど

＜さいごに＞
コロナ禍での「家庭（休日）の過ごし方」では長期化

する中、新たな取り組みを始めたご家庭も多いようです。
変化多き時世の中でも「落ち着いている」「コロナ禍を
理解しているようだ」と意外にも本人達の適応力の高さ
を感じられている方も多いようです。
「やることがない」「何をさせてよいかわからない」
「昼寝ばかり…」ではなく、この機会に新たな取り組み
をはじめてみませんか。

第2回（10月・11月）保護者会定例会 報告① 事業別懇談会


